
 

 

 

 

 
 

 

 

（主）松川インター大鹿線の道路改築事業のうち、ＪＲ東海が県と協定を締結して進めて

いる盛土工事で、第三者に影響する事故が発生しました。県からは、ＪＲ東海に対して原因

及び再発防止策の報告を求めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１ 発生日時 

  令和５年４月 19 日（水）16 時 10 分頃 

 

２ 発生箇所 

  主要地方道松川インター大鹿線 上伊那郡中川村葛島地先（半の沢） 

 

３ 発注者  

  東海旅客鉄道株式会社 

 

４ 施工会社 

  鹿島・飛島・フジタ共同企業体 

（構成員：鹿島建設株式会社、飛島株式会社、株式会社フジタ） 

 

５ 事故の概要 

 ・工事用道路を拡幅していた際、作業中のバックホウが国土交通省天竜川ダム統合管理事務

所の光ケーブルに接触 

 ・メッセンジャーワイヤーが引っ張られたことにより、電柱が中ほどで折損 

 （光ケーブル等に支障はありません。） 

 

６ その他       

 ・県では、事故の原因及び再発防止策について報告を求めています。 

長野県（建設部飯田建設事務所）プレスリリース 令和５年（2023 年）４月 20 日 

長野県飯田建設事務所関連事業課 

（課長）下平 晃稔（担当）東海林 和幸 
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    0265-23-1111 （代表）内線 2675 

ＦＡＸ：0265-24-5412 

E-mail：iidaken-kanren@pref.nagano.lg.jp 

（主）松川インター大鹿線 半の沢で発生した事故について 


